
平成 22年度 材料力学基礎及び演習 ハ置B 演習問題解答

第 10週 (断面二次モーメン ト、教科書 :第 10章):6月 24日

1 ((1),(3),(5),(6),(7),(9):5点 、(2),(4),(8):10点 )
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2 (各 JO点 )

(1)み =われ ム。=l・O激 =れ Xわれ=

に)み =為 ′A=」―g等 =苧 攀=雫」l弩
3 (15点 )

円形断面と上方形断面の図心が一致 しているので、円形断面の断面二次モーメン トから正方形断面の断面

二次モーメン トを引けば良い。
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四角形断面の断面二次モーメン トは、その断面の図心を通るものについては、簡単に求めることができる。

上の図の左の断面では、図心 Gを通るχ軸に関する断面二次モーメン ト4は、

4=ユこil=16

■の図の真ん中の断面は、図心が全体の図心 cと …致しているので、図心 Gを通る x軸に関する断面二

次モーメントイは、
~  

イ =l金
手

=:

同様に、上の図の左の断面での図心 Gを通るχ軸に関する断面二次モーメン ト4は、

4=1鵠←=:

よつて、求める断面二次モーメント4はすべて足しあわせて

み=4-4-4=16-:― :=等
an4 
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5(20点 )

右図のようにわとルを定義する。それらは、

み=こo/2、 み=2み =マ 2a

各ilI城の微小部分の断面積と は、
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よつて、断面二次モーメン ト4は

ム=∫ッ2′A=∫。ン20・ 2つの十∬ン
2ψ -2つの=`1

(lJ l解 )

ド図のように正方形断面を二つの三角形断面に分解する.

一　
．́

ここでヽ4=θ==た/3あ る。よつて、左の三角形断!面については、 1角 形の図心 C:を通る xl軸に関する

断面二次モーメントを求め、その11:か ら平行軸の定理を用いて、全体の図心 Gを通る x軸関する断面二次

モーメントを求める。同様にして、右の三角形断面についての全体の図′心Gを通る x軸関する断面二次モ

ーメントを求める。その二つを足しあわせて、正方形の断而i二次モーメント4を求める。

4=(号:+等
×イ

)+(宅手
+等×′f)=譜

6(20点 )                           . ●■ |

断面は、変化しているので、各領域の微小部分の断面積必 は、      ―

′=出
)の 階I:|

■,軸に関する断面一次モーメント為 は、

み。=∫ンピン=∫
16ッ

a,一∫l(12-2,),′ン=63 cm]
●

面積 Aは :A=6× 3+6× 3■ 2=27 cm=

よって、  `=ム。/ス =:Cm

次に、ぁ軸に関するlll面 次モーメント

`。

は、

40=∫ )複 =16ン
2の +∬。2-2",2の =等 Cm4

2

平行軸の定理から
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ι=4。―ス×β2=号 cm4 ‐.1
11)|
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(別解 )

問題の断面を幅 6cm高 さ 3clnの長方形断面と幅 6cm高 さ 3cmの 1角 形断面を足した 1)の と考える。埼軸

に関するIAll面一次モーメント■)は、

■。=(6x3)x15+(6x3■ 2)× 4=63 cm3_1_

よつて、′=J二 =27=:cln

4=1等 ■18×
(:―:)21+1等

+9×
(:-4)'|=1昇

Cm. | 

卜,

1 (20点 )

ぁ軸に関するLIr薔一次モーメン ト為 は、

4。 =jv。軌=ルぉれ―,恥れ=レ元1-MI=56 cm3  .
A                                          I

面積スは :A=6× 4-4×4=20 cm2

よつて、 θ=′ (。ノA=2 8cm

4=∫ツ2の =底 4ン
2■ ルン2の =[ギ

]I=[ギI=6,87 cm4.1■

(別解)

問題の断面を中6 4cm高 さ6cmの長方形断面から、幅 2clll高 さ2cmの正方形断面iをりいた 1)の と考える。ぁ

軸に関する断面一次モーメン ト瑞 は、

み。=24× 3-4× 4‐ 56 cm3  .

よつて、′=÷‐光 =28cm

ち=(平 +24x O月
(等 +4対→=6釘 4̈.

8 (各 5,点 )

教科書を見て各自で確認すること
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